
徳
島
県
政
策
創
造
関
係
手
数
料
条
例

（
趣
旨
）

第
一
条

県
が
行
う
政
策
創
造
関
係
の
事
務
に
係
る
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
手
数
料
の
徴
収
）

第
二
条

別
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
事
務
に
つ
い
て
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
金
額
の
手
数
料
を
徴
収
す
る
。

（
手
数
料
の
納
付
の
時
期
）

第
三
条

手
数
料
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
写
し
の
交
付
を
受
け
る
際
、
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
手
数
料
の
減
免
）

第
四
条

手
数
料
は
、
知
事
が
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
減
免
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
手
数
料
の
還
付
）

第
五
条

既
納
の
手
数
料
は
、
還
付
し
な
い
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
表
（
第
二
条
関
係
）

事

務

金

額

第
五
号

徳
島
県
政
策
創
造
関
係
手
数
料
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

徳
島
県
政
策
創
造
関
係
手
数
料
条
例
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
六
月
十
八
日
提
出

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

再
校

第
五
号

徳
島
県
政
策
創
造
関
係
手
数
料
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

１９

平
成
24年

6月
議
案
及
び
議
案
説
明
書



一

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
の
十
六
第
十
五
項
の
規
定
に
基
づ

く
少
額
領
収
書
等
の
写
し
に
係
る
写
し
の
交
付

二

政
治
資
金
規
正
法
第
二
十
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
収
支
報
告
書
等
（
同
法
第
十
二
条
第
一
項
若

し
く
は
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
書
、
同
法
第
十
四
条
第
一
項
（
同
法
第
十
七
条
第
四
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
る
書
面
又
は
同
法
第
十
九
条
の
十
四
の
規
定
に
よ
る
政
治
資

金
監
査
報
告
書
を
い
う
。）
の
写
し
の
交
付

用
紙
一
枚
に
つ
き
十
円
（
用
紙
の
両
面
に
印
刷
し
て
い
る
も
の
に

あ
っ
て
は
、
用
紙
一
枚
に
つ
き
二
十
円
）

用
紙
一
枚
に
つ
き
十
円
（
用
紙
の
両
面
に
印
刷
し
て
い
る
も
の
に

あ
っ
て
は
、
用
紙
一
枚
に
つ
き
二
十
円
）

提
案
理
由

組
織
の
再
編
に
よ
り
政
策
創
造
部
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
政
策
創
造
関
係
の
事
務
に
係
る
手
数
料
に
つ
い
て
定
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で

あ
る
。

初
校

２０

平
成
24年

6月
議
案
及
び
議
案
説
明
書


